
氏名 木下　光生

・史学演習Ⅲ

①近世史フォーラム事務局長
②奈良歴史研究会事務局長・代表代行・研究委員長
③舳松人権歴史館（堺市）展示委員会委員
④山添村教育委員会古文書入門講座（2018年12月8日、奈良県山添村豊原公民館）
⑤放送大学2018年度第2学期面接授業「貧困から近世日本社会を考える」（2018年12月1
日～2日、放送大学奈良学習センター・奈良女子大学）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・文学部史学科学科主任
・文学部入試委員会委員長
・文学部人事委員会委員
・FD委員会委員

　【研究上の特記事項】
科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（基盤研究Ｂ）「比較史からみる生活の存立
構造1600-2000：家政・市場・財政」研究分担者（研究代表者・谷本雅之、平成29～32
年度）

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

専門分野

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

近世史フォーラム、貧困研究会、奈良歴史研究会、大阪歴史学会、日本史研究会、
社会経済史学会、佛教史学会、日本葬送文化学会、日本環境斎苑協会

貧困、救済（セーフティーネット）、自己責任

大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

博士（文学）

近世日本史

最終学歴

学部担当科目

・日本史Ⅰ（前期）
・日本史特殊講義（後期）
・日本史講読Ⅰ・Ⅱ（通年）
・日本史演習Ⅰ・Ⅱ（通年）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・日本史学演習Ⅰ（通年）
・文化財史料論特殊講義Ⅱ（通年）

授業科目



単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

Masayuki Tanimoto
and R. Bin Wong
eds., Public Goods
Provision in the
Early Modern
Economy:
Comparative
Perspectives from
Japan, China, and
Europe , University
of California
Press

2019年3月

2019年

2018年9月
①「古代日本史と近世日本
史の架橋―「地域国家」と
領主制の視点から―」

歴史学フォーラム
2017実行委員会『歴
史学フォーラム2017
の記録　書物と学問
から時代を超える』
同実行委員会

2019年3月

NPO法人POSSE
『POSSE』39

人権問題を考える・
2018・Ⅱ―部落史教
材化のために―

生活保障プロジェク
ト第2回セミナー

平成30年度奈良県図
書館協会地域資料研
究会公開講座

第8回　歴史から現
在（いま）を考える
集い

2018年7月

2018年12月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2018年12月

2019年1月

京都民科歴史部会
『新しい歴史学のた
めに』293

荒武賢一朗編『【東
北アジアの社会と環
境】　近世日本の貧
困と医療』古今書院

『佐賀部落解放研究
所紀要』36

2018年12月

研究業績[著書、学術論文等]

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

主催：政策研究ネットワーク「な
ら・未来」
場所：奈良県文化会館

44～73頁

②「村・小農・農業の長期
史―〈先進―後進〉史観か
らの脱却―」

③「近世日本の貧困救済と
村社会」

主催：日本史研究会
場所：平安女学院大学京都キャンパ
ス

142～149頁

主催：佐賀部落解放研究所
場所：佐賀市文化会館

25～34頁

（その他）

②「貧困と自己責任からみ
る江戸時代の社会」

⑤“Sanctions, Targetism,
and Village Autonomy:
Poor Relief in Early
Modern Rural Japan”

④「村民生活の数値化―
1795～1836年の大和国吉野
郡田原村―」

pp. 78-99

（学会発表）

1～21頁

40～50頁

2019年2月

④「大和の史料からみる近
世近代日本の貧困史」

⑤「自己責任と排除・差別
―近世日本の貧困史と賤民
史から―」

①「著者インタビュー
『貧困と自己責任の近世日
本史』（人文書院、2017
年）　現代日本の自己責任
論を、近世日本社会から問
い直す」

③「歴史にみる生活保障―
自己責任を良しとした江戸
時代の村人たち―」

主催：奈良県図書館協会地域資料研
究会
場所：奈良県立図書情報館


